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お
け
る
科
學
の
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步
は
そ
か
人
間
の
S ；
德
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と
背
す
る
乙
ビ
の
な
か
づ
た
點
に
お
.い
て
優
秀
な
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も
0

が
あ
る
。
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十
手

•

中
世
紀
が
な
し
遂
げ
た
諸
種
の
效
綠
の
中
で
最
も
徵 

大
な
る
效
續
は
そ
の
_
術
で
あ
る
°

殊
に
そ
の
表
現
'た 

る
ゴ
シ
ッ
ク
趣
築
に
あ
い
て
之
を
見
，る
こ
：と
が
出
來
4 

の
で
.あ
へ
る
。
ギ
リ
シ
ア
並
に
ロ
1

マ
の
徤
築
が
ニ
指
*
 

者
'の
'命
令
に
ょ
つ
て
、
建
設
せ
ら
れ
た
の
に
反
し
て
、
 

中
世
の
；
コ
シ
ッ
ク
®

築
は
.各
勞
働
者
；の
勞
働
そ
の
も
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:
が
庶
ち
に
爇
術
ビ
な
つ
て
建
築
に
表
现
さ
れ
た
の
で
あ 

る
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0

ロ

ト

：
マ
，
、

.ギ
リ
；̂
ナ
の
漶
築
が
貴
族
的
、
奪
制
的 

，で
y

從
つ
て
そ
の
建
築
に
從
事
し
た
勞
働
象
が
奴
隸
的 

狀
態
R

あ
つ
^

の
に
反
し9

、

中
世
に
お
け
'る
勞
働
者 

^

そ
の
指
導
#W

の
間
の
關
係
は
經
濟
的
從
湯
の
關
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で
は
な
く
?
て
、

棱
術
i

k
お
け
る
優
务
の
問
題
で
あ
. 

つ
た
。
從
つ
て
彼
等
の
間
^
ば
技
術
の
崇
拜
は
あ
っ
た

ン
デ
ィ
の
歷
史-J
i

.望

！T 

- 

h
a

.
げ
れ
ぎ
も
、
物
質
_
係
に
お
け
る
傲
趣
は
な
沢
つ
た, 

t
あ
る
。
即
ち
技
_
者
間
に
お
げ
る
關
係
は
甚
だ0.
:

_ 

で
あ
っ
た
、單
は
技
術±:
,が
關
係
に
お
い
て
I

、
劣
偏 

‘

は
優
者
の
指
導
を
俟
ク■
碌
に
あ
づ
た
の
で
あ
る

。か 

\

、
る
自
由
な
る

關

係

は

，
そ

の

纖

術

の

上

に

直
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表

現
 

3
れ
、て
、
：
ゴ
シ
ッ
ク1

が
屢
主
義
の
轍
神
忙
ょ
る 

f

に
4
拘
&•
す
、
こ
の
®
築
口
參
加
し
た
染
働
象0.
個
性 

は
、
即
ち
.を

の

.«
術
的
精
神
は
、
建
築
の.{

座

「

石
に 

|

^-
現
^
れ
た
の
で
あ
る
。
か
、
る
自
由
を^ .
^
し
た
4/ 

等
は
ま
た
.自
由
の
限
界
を
知
づ
て
ゐ
た
。t

h

LT- 

|

こ
の
自
由
の
限
所
を
嚴
密
に
守
る
こ̂し
1:
ょ
つ
て
>

|
世
紀
ば
調
和
あ
る
社
會
ビ
な
つ
た
0

で
あ
る
。
折
く
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I

如
き
揩
導
敗
精
神
化
ょ
0 :
で
0

4
、

ゴ
シ
.
ッ
ク
建
氣
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き
優
秀
な
る
藝
術
を
生
む
こ

ビ
が
出
來
た
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，で
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る
？
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■
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以
上
を
以
て
中
世
紀
の
主
要
な
る
文
化
現
象
に
對
す 

る
ぼ
身
の
論
述
は
終
つ
て
ゐ
る0
如
！|
:
1以
て
斯
<-

の
如
き
文
化
を
生
ん
だ
か
。
そ
は
’
中
世
紀
が1

の
，正 

し
い
精
神
.の
^

に
立
脚
し
？
も

0
精
神
を
1

す
る
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合
に
お
い
て
、
機
能
的
組
織
を
と
り
、
そ
の
機
能
的
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哉
が
立
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賽
す
こ
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が
な
か
つ
^
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で
あ
る
。
か
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集
中
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石
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し
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滕
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懺
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。
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r

f

言

葉

で

霞

傳
襲
產
ミ
沄
ふ
の
说.吾
人
が
^

^
享
樂
す
る
人
間
锻
猶
'
: 

の
，
全

產

物

芨

び

S
，

で
あ
る
。
吾
人
の
;®
慣(

そ
の 

本
來
.の
本
能
的
牲
質
^
區
別
し
て
：

)

；
:#
人
^
技
術
、
.
吾 

人
の
知
識
及
び
著
入
の
財
產
を
包
含
す
，る
。
是
等
の
傅
''
' 

襲
產
、
都
ち
歷
史
ぬ
河
が
砂
出
命
诜
ふ
時̂
す
る
や
ぅ
ハ
ー 

に
曲
^V

く
ね
つ
.た
河
路
を
切
り
開
く
"
圣
然
似
て
は
居
ー 

，ぶ

い

が

、

C
o
m
t
e
,
w
u
c
k
l
e
,

及
び Karl 

^.
は
*

一
 

史
を
傅
猶
產
の
言
葉
を
以
つ
て
解
釋
し
炎
。0§

ぽ
は 

人
顧
は
.形
而
上
的
に
侬
る
神
學
的
の
も
の.
か

ら'«
證

的
 

■«
:
若
し
く
は
科
學
的
な
如
的«
惯
^
移

る

も

の

^
見 

れ
。Bu

c
k
l
e

は
地
琎
及
ぴ
»

±

K於
：b

A
藤
史
の
自
然 

«
解
®
を
過
古
及
び
現
代
の#

1
次
的
茬
し
く
仫
文
他 

的
な
環
填
を
以
つ
セ
班
さ
ん
ビ
す
る
。'^
P

3
の「

« 

物

.~
史
覿
は
そ
の
爲
め
に
生
じ
た
觀
れ.?
>
誇
大
.の
要
痛 

に
も
.枸
&
ず
、
世
界
の
道
徳
上
難̂

物
質
例
で
あ
^
：。
，
 

社
會
的
^
組
織
ぜ
る
人
灘
に
起*つ
穴
こ
气

省
し
く
は 

.̂:

卜
#
:る
す
べ
て
の
こ
^

^
樹
衝
の
*

^
ゃ

作
:^
に

; ®
す

る

0

も

j

つ

の
M

.
で

#

る

' 

.

. 

;

第
五
の
そ
し
て
最
後
め
廳
^

^

は
娘
^

^

霉

，

ぁ
る
。，是
等
は
序
宙
:.
0
参

' #
の
*

命 

.

そ
れ
搞
人
間
經
驗
必
^

^
太
撕
系
^

^
谓
ぶ
^

^

^
 

場
合
の
如
<

說
明
す
る
。
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^
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S
p
e
a
c
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r
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o
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a
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容
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孓

ど

な

く

物
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勢

力

の
 

減

少

に

歸

著

す
'る
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生

物

學

_

や

A

.
®厚
漭
は
を
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遺

傅

ビ

启

然

陶

汰

ぜ

ん

て

見

る
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辱
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學
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許

容

す
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^

佘
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人

類
0 -
歷

史

は

心

« 1
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.若

し

.

.

. 

ぐ
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行

.爲

行

狀

：

の

平

衡

(

e

q
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u

:

で

ぁ

る

其

#

ふ

^

ら
ぅ
。

今

一‘

出
の
議
論
の
前
提
せ
な
る
も
の
ば
新
し
い
も
の
で
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I

一
 

な
い
。
現
代
の
»

潮

:^
^

を

杏

定
;(
,
、
蔑
視
す
:,
6
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*

.
の
前
提
は
A J
.類

は

平

等

に

生
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る

飞
0
セ
も
な
く
、
：.又
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%
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始
か
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存
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し
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居
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い
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^

ふ
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乙
と
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ぁ
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恰
^

裏
モ
ネ
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1
ボ
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部
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分
布
さ
れ
'て
ぶ
く
、
.而
;1
,
:1
:
.
^
^
.
が
爲
: »
‘
泰
_

獅

第

十

五

锻X

四

隹

V

f

率

, ¥
イ

ブ
u

^

I 

四
’

1.



パ '.....: .
一 丁 も ■ぶ 紐 . ぬ 说 細 认 秘  _へ ぐ 、• ， レ

^
^
y
^
v
.
^
^

l-
ii
-

'̂'
*
.、.r1
-

,
it
if
i!
i

^

•
.'
'
'
-
^
-
'
-

■'

ANi
.s
f
.̂;
.

•̂i /1

f j|

第

十

泜

涖
.

(

個

; ?
?)

雜

錄

ギ
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デU
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歷

史

學

挪.

.第
I

1:

四 JI

，漸

:}
:
於
.け
る
分
-子

力
:e
>
i:
'&
m

i/
J

.に
，於
け
_る
分
.子
.に
，放 

%

す
る
や
ぅ
^

、
：
岗
體
的
活
力
ぁ
鋪
族
の
間
^

平
等
に
，
 

分
布
4

れ
て
居
なS

。

を
れ
が
故
に
あ
る
系
統
の
も
の 

•:
«

沒
落
す
る
か
若
し
く
は
虛
顧
を
忍
ん
で
生
存
す
る
。

.
，飞
肩
激
に
對
す
る
行
爲
附
反
動
は
^
れ
が
本
能
的
た
る 

•;
e
i
a性
.的
た
る
と
、
或
a
は
又
衝
動
的
た
る
せ
先
見
的
ス 

'^
る
ビ
を
問
は
ず
、
觅
に
活
撥
ミ
な
り
疲
れ
ず
、M '
に 

*

雜
ビ
な
夂
更
に
適
化
し
、人
類
の
他
の
聚
合
に
於
け 

る
-
^
も
觅
に
ょ
く
あ
る
聚
合
心
の
部
分
に
於
い
て
相 

謝
聯
す
る
。
而
し
て
是
が
故
に
.實
際
の
活
動
は
活
潑
な 

.る
人
ロ
い
活
徽
な
る
合
成
捌
體
、
活
歡
な
る
組
織
階
級 

:か
：

鈍
き
人
口
、
鈍
き
圓
體
、
鈍
き
階
級
に
零
，れ
て

ゅ

：
 

く
？
流
動
が
：̂
ま
つ
た
時
^
歷
史
が
始
り
、
そ
れ
が
終 

，
る

ビ

歷

史

も

終

る

。

:

.

.

.说
の
學
說
が
他
の
歷
史
學
說
ょ
り
も
純
料
科
學
ど
し 

て
<明
味
で
あ
る
か
如
猶
か
は
確
か
で
は
な
い
。
然
し® 

^
吵
膽
な
る
こ
^
が
事
實
で
，ぁ
多
な
ら
、
苦
し
ぐ
は
事

一
實
：で

あ

る

限

り

、
、
そ

の

爲

.切
は
得
：£
私

灸

實

霧

優
 

.女
濟
す
る
。
現
在
^
於
い
て
世
界
は
细
的
^
も
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あ
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。
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摸
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西
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